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　　　　　　　考えてみよう！讐ミ問題．

私たぢ劣蛸々なにげなく集積所に出しているゴミ。これらのゴミを集めてみると、膨大薙慧瞬灘

り鷺蝦ずは私たちがどのくらいのごみを出しているかを知りましょう・　、．

4500　5000トン400035003000

江南町の10年間のごみの量
　0　　　　500　　　1000　　　1500　　　2000　　　2500

ミ
の
急
増

　
平
成
十
年
度
の
町
内
の
ご
み
の
量
は
約
五
、
O
O
O
ト
ン
、
一
人
あ
た

り
に
し
て
約
四
〇
〇
㎏
の
ご
み
を
出
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
経
費
で
は
、
【
人
あ
た
り
約
七
千
円
に
な
り
ま
す
。
燃
や
せ
る
ご
み
は

年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
燃
や
せ
な
い
ご
み
は
資
源
ご
み
の
リ

サ
イ
ク
ル
の
広
が
り
な
ど
か
ら
、
や
や
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
ま
だ
ま

だ
膨
大
な
量
に
な
っ
て
い
ま
す
。

不燃物

晒可燃物

成
年
　
　
2
　
　
3
　
　
4

平
一
兀
　
　
●

　
　
　
　
　
　
　
●

【
σ
　
　
　
　
6
　
　
　
　
7
　
　
　
　
Ω
U
　
　
　
　
Q
》

10

　平成10年度の1年間だけで見ても約5，000トン、1人あたりに

して約400kgのごみを出していることになります。経費では1人

あたり約7，000円になります。

●●

繋欝

轡
プ
ラ
季
ッ
ク
類
処
理
費
は
薯
澱
糖
饒
②

　
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
が
緊
急
課
題
の
現
在
、
そ
の
要
因
の
一
つ
で
も
あ

る
、
ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
処
理
費
は
「
重
さ
」
で
は
な
く
「
量
」

で
決
ま
り
ま
す
。

　
平
成
十
年
十
月
か
ら
ビ
ニ
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
の
分
別
収
集
が
始

ま
り
ま
し
た
が
、
十
月
か
ら
平
成
十
一
年
九
月
ま
で
の
十
二
カ
月
閤
で
、

回
収
さ
れ
た
コ
ン
テ
ナ
は
約
二
五
六
台
分
で
、
容
積
に
す
る
と
約
『
、
三

〇
〇
、
m
（
コ
ン
テ
ナ
一
台
の
容
積
は
約
五
㎡
）
、
処
理
費
用
は
約
一
一
、
八
○

○
万
円
掛
か
り
ま
し
た
。

約
七
千
五
百
本
も
入
る
こ
と
に
な
り
、

ま
す
。
前
述
の
と
お
り
、
処
理
費
は

「
量
」
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
ま
す
の

で
、
つ
ぷ
し
て
出
し
た
ほ
う
が
コ
ス

ト
が
か
か
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
か
さ
ば
る
も
の
は
、
で
き
る
だ
け

小
さ
く
し
て
経
費
節
減
の
た
め
、
ご

み
の
減
容
化
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

二

　
　
ビ
一
一
ー
ル
・
プ
ラ
ス
チ

　
ッ
ク
類
の
処
理
費
に
つ
い

　
て
は
、
一
㎡
で
二
万
円
と

　
　
「
量
」
で
単
価
が
決
め
ら

　
れ
て
お
り
、
一
台
の
コ
ン

　
テ
ナ
に
可
能
な
限
り
詰
め

　
込
む
ほ
ど
コ
ス
ト
面
で
安

　
く
す
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
ペ
ツ
ト
ボ
ト
ル
を
例
に

　
と
っ
て
み
る
と
、
一
・
五

　
2
の
も
の
を
つ
ぷ
さ
ず
に

　
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
た
場
合

　
は
、
約
三
千
本
で
い
っ
ぱ

　
い
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す

　
が
、
つ
ぷ
し
て
入
れ
る
と

・
五
倍
も
違
っ
て
き
て
し
ま
い

、
幽

癬『，

蕊蟄綜　　　F』　印



●大量の置み竈どう処理しているの？

集収■ごみ処理の基本的なしくみ

●

、

　～

家庭・職場などからごみが排出される

●

理施設で焼却及び圧縮などがほどこされる．
●

●
●

処分場（埋立地）へ運ばれる

痴．．蟹蕊騨点騒薫巣，．＞
ができます。しかし、分別が不十分で燃えないごみなどが混じっ

ていると、大気を汚すこともあります。しかも、燃やしても

運の1喉鷹綬鵡熱地・残鰹Z

こみの処理施設では、

燃やしたり、つぶしたりしてかさを

減らし、埋立地へ運んで埋め立てて
います。

　
ご
み
の
再
資
源
化
が
実
を
結
ぼ
う
と
し
て
い
る
な
か
、
「
燃
や
せ
る
ご
み
」

の
中
に
「
燃
や
せ
な
い
ご
み
」
が
混
入
し
て
い
る
も
の
（
カ
ン
・
ビ
ン
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
が
混
入
）
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
収
集
作
業
や
焼
却
の
と
き

に
ス
プ
レ
ー
缶
の
破
裂
や
爆
発
事
故

が
起
こ
る
な
ど
の
危
険
が
と
も
な
い

ま
す
。

　
家
庭
か
ら
出
る
ご
み
は
、
『
ご
み
の

分
け
方
・
出
し
方
』
を
参
考
に
分
別

を
行
い
町
指
定
袋
を
利
用
し
て
出
し

て
い
た
だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　
ご
み
の
適
正
な
分
別
搬
出
は
、
私

た
ち
に
で
き
る
環
境
保
全
の
第
一
歩

な
の
で
す
。

ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク
ル
運
動

に
活
発
な
取
り
組
み
を
さ
れ
て
い
る

各
学
校
P
T
A
や
児
童
会
、
子
供
会
、

老
人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
団
体
で
平
成
十

一
年
度
内
に
回
収
し
た
資
源
ご
み
の

量
は
、
一
一
一
一
六
、
四
一
一
一
五
㎏
に
な
り

ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
各
団
体
へ
町
よ
り
活
動

を
支
援
す
る
た
め
の
奨
励
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
美
化
活
動
に
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

③



●どうした5置み竈減5せるの？考えてみょうトご繊らし

も
響
が

l　　t，

■こみ減らしへの

Steps

　ごみはすべて、

みなさんの家庭や

職場から排出され

たものです。ごみ

を出しているみな

さん一人一人が考

え、行動すること

で、ごみは大きく

減らせるはずです

。（⊃　　　　　　　　　　　　ごみを捨てると
　　　　　　　　　　　き「もったいないなあ」
　　　　　　　　　　と思ってみましょう。
　　　　　　　　　　ごみとはいえ、もとは自

　　　けましょう1

／　　　　生活の中で、なるべくごみを出さないよう工
　　夫してみましょう。特に、テイッシュなどの使い捨

　て商品は、使ったらすぐにごみになります。他のものを

代用して、なるべく使用を控えましょう。

　　　こんなものに代用しよう！

卜・＼

　
年
々
増
加
し
て
い
る
ゴ
ミ

を
減
ら
す
た
め
に
、
町
か
ら

委
嘱
さ
れ
た
十
名
の
江
南
町

廃
棄
物
減
量
対
策
推
進
委
員

さ
ん
が
、
ゴ
ミ
ゼ
ロ
運
動
や

リ
サ
イ
ク
ル
活
動
に
と
積
極

的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
も
回
を
重
ね
る
ご
と
に
盛

況
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
が
町
の

ゴ
ミ
減
量
対
策
に
成
果
を
あ

げ
て
い
ま
す
。

勘
辺
舗

④

騨

第
ノ

廃棄物減量対策推進委員
　　　　　　　　　（敬称略

　住　所

成沢466－1

成沢1157－11

上新田101－1

押切325

須賀広535－2

野原404

小江川2159一

板井715

柴150
中央1－13－6

　氏　名

湯本　純子

舟橋きく江

新井　昌江

持田　節子

吉田　シゲ

岡田　きい

橋本　和子

吉野美知子

柴　サツヱ

野村　正子

　
　
　
平
成
十
二
年
四
月
よ
り
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
資
源
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
す

　
　
る
た
め
の
分
別
収
集
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
　
　
燃
え
な
い
ご
み
の
日
に
、
月
二
回
、
回
収
さ
れ
ま
す
。
で
き
る
だ
け
小

　
　
さ
く
つ
ぷ
し
、
フ
タ
や
キ
ャ
ッ
プ
は
は
ず
し
て
、
透
明
袋
に
入
れ
出
し
て

　
　
く
だ
さ
い
。

　
　
　
ま
た
、
収
集
日
に
つ
い
て
は
、
地
域
ご
と
に
異
な
り
ま
す
の
で
、
ご
家

●
庭
に
配
付
し
ま
し
た
カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
樋

●



●ゴミは分別しr験決め5れた日、決め5れた
場所、決め5れた時間肥出しましょう。

収集日の朝8時30分までに出してください。

L
窃

収集日 収集するゴミの内容 持ち出し方のマナー

－

週
葡
鱒

1

l
1＿＿ 一一 一一一一　　　　　　　　＿『

　　　　　　◎生ゴミは、できるだけ庭に埋めるなどして±にもどしましょう。

台所ゴミ ●台所のゴミはよく水切りをして、指定の紙袋で出してください・

　　　　　　 ●指定の紙袋以外は収集いたしません。

回
収
集

新聞　　　　　　　　雑誌

紙　　　類 ◎もう渡利用するために・町Aなど地域の集団回収に協力して

　　　　　　　ください。

L　
襲

■
　
．
～
艀

（
指
定

　t　　　　　　 　　　　　　　　　　　
・十

　　　　　　　　　自・鯵夢鱗騨、
　　　　　　●段ボール箱は小さく折リたたみ、結んで出してください。
　　　　　　「●衣類は持ち出しやすくして出してください。

布・衣類 ●フトン類は、折りたたみ、結んで出してください．

4
曜
日
）

　　　　　　
木製家具類 ●雑翫言鷲欝等の木製家具は’小さくこわして凍に結ん ●

もう一度使えないか、捨てる前に考えてみよう。

　　一・鵡＠．

灘．聴…健

ビ　ン　類 態響1礫難ll鴇1講
ガラス製品

●割れビン、割れガラス等は危険のないよう厚紙などで包み、

「ガラス」と表示して出してください。
←ソ

　　月
●

　　口

　　　　　　　　
ペットボトル il験繋簾饗繋響講

一

飲料用缶 鴇押一一一収集綴篇
回
収
集
（
指
，
定
一
日
）

菖
「

電気製品　●雪聾驚灘葦2蒜警讐群げたり’他の

べ
酔
　
　
4

蕊 酵嬢
・諜麟㌦蓄

罵　　ヤ計　　　醇

一曲暑
9　σr〆

その他金物 二藩黙蕊諾　　講
　　一　　　『
　『－　　＿

自　転　重
スチール机等

●ブリキ・トタン類ぱ束に結んで出してください。

勲！等1：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，　　h使用済乾電池等●蹴野ネ議護辮灘齋幽

●

　　　　　自動車部品・農業用機械　エンジン・タイヤ・バッテリー小ラクター・蒲云騰脱穀機珊植え機・リヤカーなど

『　　　　金　属・非鉄金属　　ガスボンベ消化器・ドラム缶殖イラー・鉄粉アルミ粉など

　　●　　　　ニヒ　　　　石　　　　類　　　レンガ・ブロック・瓦・石綿・壁材・セトモノ・±砂・石・石粉・灰・コンクリート・タイル・へ一ベルなど

　　ダ　その他の物　曇無鞍著馨：雀難講秘ペンキ梗罷浴槽ユニツト儂用ビニーノレ0

　　　　処分については、販売店に引き取ってもらうか、専門の処理業者へ処理を依頼してください。

・1乎成12年もゴミゼロの日・クリーン埼玉県民運動が実施されます’

　江南町では、平成12年6月4日（日）統一美化キャンペーンとして、町内一斉にゴミゼロ運動を実施します。皆様の

ご協力をお願いいたします。

⑤



　
区
長
さ
ん
は
、
広
報
や
回
覧
物
の
配

付
、
防
犯
灯
や
交
通
安
全
施
設
、
新
規

事
業
の
要
望
な
ど
、
住
民
と
町
行
政
と

の
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
平
成
十
二
年
度
の
各
字
の
区
長
さ
ん

を
紹
介
し
ま
す
。

区
長
名
（
敬
称
略
）

江
南
南
小
学
校

区
　
名

成
　
沢

三
　
本

上
新
田

上
押
切

下
押
切

樋
春
北

樋
春
南

御
正
新
田

須
賀
広

野
　
原

小
江
川

　
塩

板
　
井

　
柴

千
　
代

パ
ー
ク
シ
テ
ィ

中
　
央

曽矢持嶋笠中今木松水茂馬大新柴藤関
田崎田田原鴬井村本野木場島井田野口

定賢良嘉守武　貞久十　洋一保次保公
男二作明雄平明男明三優二益雄郎信平

　　教教転　　　教教転
””諭頭入”””諭頭出

井
上
美
佐
子
（
熊
谷
別
府
小
）

堀
　
　
深
雪
（
川
島
三
保
谷
小
）

香
川
寿
美
江
（
深
谷
藤
沢
小
）

西
田
　
真
吾
（
本
庄
東
小
）

鈴
木
弘
一
（
寄
居
男
裏
小
）

福
島
　
成
（
熊
谷
大
麻
生
小
）

田
島
　
正
子
（
寄
居
桜
沢
小
）

栗
原
志
津
子
（
川
本
北
小
）

木
村
　
徹
（
本
庄
東
中
）

　
江
南
北
小
学
校

転
出

教
諭

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

転
入

教
諭

　
〃

　
〃

　
〃

茂
木
　
寿
子
（
熊
谷
養
護
学
校
）

高
橋
ト
モ
子
（
東
松
山
新
宿
小
）

飯
塚
真
起
子
（
深
谷
八
基
小
）

長
谷
川
一
美
（
熊
谷
南
小
）

橋
本
江
里
子
（
大
里
吉
見
小
）

馬
場
　
和
久
（
寄
居
桜
沢
小
）

加持石新
藤田川井

啓
史
（
寄
居
用
土
小
）

法
子
（
熊
谷
東
小
）

幸
恵
（
熊
谷
大
幡
小
）

京
子
（
熊
ハ
璽
小
）

　
　
　
　
●

〃

志
村
　
栄
子
（
大
里
市
田
小
）

　
江
南
中
学
校

転
出

教
頭

教
諭

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

　
〃

事
務

事　　教教転主
務””諭頭入任

　教主
”諭任

轟
　
　
和
男
（
吉
見
北
小
）

藤
井
　
　
孝
（
上
里
中
）

長
島
さ
え
子
（
大
里
中
）

大
澤
　
誠
一
（
深
谷
幡
羅
中
）

栗
原
ひ
と
み
（
深
谷
幡
羅
中
）

飯
野
　
幸
和
（
熊
谷
別
府
中
）

田
野
智
恵
子
（
本
庄
南
中
）

志
賀
仁
一
（
熊
谷
富
士
見
中
）

大
屋
　

守
（
深
谷
明
戸
中
）

新
　
　
篤
雄
（
寄
居
中
）

小
林
　
美
幸
（
寄
居
城
南
中
）

長
谷
川
雄
一
（
川
本
中
）

萩
原
希
美
枝
（
岡
部
中
）

三
村
　
泰
博
（
欠
員
補
充
）

塚
越
　
裕
子
（
欠
員
補
充
）

退
職

福
田
　
征
芳
（
助
役
）

昇
格

同
和
対
策
室
長

橋
本
　
誠
也
（
同
和
対
策
室
専
門
員
）

異
動
（
前
職
）

議
会
事
務
局

主
任
　
水
野
千
登
世

企
画
財
政
課

主
任
　
前
林
和
香
代

町
民
課

補
佐
　
神
田
　
　
稔

主
査
　
水
野
　
　
薫

主
任
　
川
根
真
奈
美

福
祉
課

主
事
　
橋
本
　
恵
子

税
務
課

補
佐
　
冨
田
　
康
夫

都
市
計
画
課

主
事
　
川
根

建
設
課

主
事
　
笠
原

出
納
室

主
査
　
馬
場

水
道
課

補
佐
　
吉
野

主
任
　
飯
島

教
育
委
員
会

主
査
　
野
本

（
福
祉
課
）

（
町
民
課
）

（
税
務
課
）

（
水
道
課
）

（
議
会
事
務
局
）

（
都
市
計
画
課
）

（
水
道
課
）

秀
人
（
建
設
課
）

浩
一
（
町
民
課
）

秀
子
（
企
画
財
政
課
）

博
孝
（
町
民
課
）

　
誠
（
教
育
委
員
会
）

誠
（
出
納
室
）

総
合
文
化
会
館

主
査
　
福
島
　
春
江

幼
稚
園

教
諭
　
田
中
　
公
子

保
育
所

保
育
士
　
宅
森
喜
美
子

●●

（
幼
稚
園
教
諭
）

（
総
合
文
化
会
館
）

（
幼
稚
園
教
諭
）

灘
．
．
蝶
．
灘
璽
騰
灘
鑛
磯
⑥

　
三
月
に
行
わ
れ
た
警
察
の
人
事
異
動

で
、
御
正
駐
在
所
に
内
藤
淳
一
警
部
補

が
着
任
に
な
り
ま
し
た
。

身
～

氏
　
名
　
内
藤

出
身
地
　
埼
玉
県
川
越
市

趣
　
味
　
ス
キ
ー

　
内
藤
さ
ん
か
ら
の
コ
メ
ン
ト
で
す
。

「
こ
の
度
の
異
動
に
よ
り
警
察
本
部
会

計
課
か
ら
転
任
し
て
ま
い
り
ま
し
た
内

藤
で
す
。

　
駐
在
所
勤
務
は
初
め
て
の
経
験
で
す

の
で
、
皆
さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
が
多
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
の
要
望
に
答
え
ら
れ
る
よ
う
に

頑
張
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。
」

　
御
正
駐
在
所
の
電
話
番
号
は
、
五
一
二

六
－
四
八
九
一
で
す
。

　
前
任
の
高
野
行
純
さ
ん
は
、
熊
谷
警

察
署
交
通
課
勤
務
と
な
り
ま
し
た
。



翻

聾

1幽（日）

　グラウンドゴルフ協会主催による春季グラウン

ドゴルフ大会が運動公園でおこなわれました。

　大会には、131名が参加し、日ごろの技を競い合

いました。

　おもな成績は次のとおりです。

沢
沢
ロ
ロ
沢

　
　
ノ
ノ

成
成
樋
樋
成

ワ
ー
9
Q
》
9
9
Q
》

ス
6
6
6
ρ
U
6

吉
好
雄
稔
一

島
隆
忠
　
宗

原
田
本
山
本

萩
池
松
平
湯

位
位
位
位
位

6
7
8
9
0

第
第
第
第
第

央
沢
沢
ロ
南

　
　
　
ノ
春

中
成
成
樋
樋

下
6
8
8
8
8

ヌ
ハ
Q
ρ
∪
瓜
U
農
U
ハ
○

子
平
達
子
子

京
公
義
志
梅

　
　
　
恵

辺
□
田
島
田

渡
関
福
小
坂

勝
勝
位
位
位

　
優
3
4
5

優
準
第
第
第

魍㈱遡（動
　4月12日（水）～4月22日（土）までの4日間、剣道教

室が町民体育館で行われました。

　参加した11名は、剣友会の人たちに、基本から

指導を受け充実した教室となりました。

●●

優勝：御正クラブ

幽（日ア幽（日）

　4月16日（日）と23日（日）の2日問、町ソフトボール

協会主催による春季ソフトボール大会が運動公園

で行われました。
19チームが参力・して行われた大会は、熱戦の末、●●

御正クラブが優勝しました。

11
優勝

3

蒼
6

6 4

7

9　　　　　7

　16　01

6　　　8幡）

Ω
ノ 4

12　　0　24　0

7　0

8　　　　　11

7　　　6

6

13　9　曜）

12　8

ハ
ー
ク
シ
テ
‘
ー
ズ

上
新
田
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

中
央
ク
ラ
ブ

小
江
川
娯
楽
会

メ
タ
ル
フ
ォ
ー
ム
ズ

御
．
止
ブ
リ
ン
ス

此木ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

千
七
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ

大
原
ソ
フ
ト

ド
ラ
ン
カ
ー
ズ

御
．
正
ク
ラ
ブ

板
井
ソ
フ
ト
ヶ
ラ
ブ

ブ
ル
ー
バ
ー
ド
ク
ラ
ブ

小
江
川
新
道

9　　0　　7
　48

江工成野
　　　　本　　友原　ソ南

　　　　フ　　ク　親
　　　　1・南
　　ラ　睦　ク

　　　　ラ会　ズ　ブ会　ブ

準優勝：小江川娯楽会



保

が
ん
検
診
竈
受
勝
ま
し
ょ
う
’

　
人
ロ
動
態
統
計
に
よ
る
と
、
平
成
1
0
年
の
わ
が
国
の
総
死
亡
数
は
約
94
万
人
。
そ
の
う
ち
、
が
ん
に

よ
る
死
亡
は
2
8
万
人
を
超
え
、
死
因
の
ト
ッ
プ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
現
状
か
ら
み
て
も
わ
か
る
よ

う
に
、
早
期
発
見
、
早
期
治
療
は
も
と
よ
り
、
が
ん
予
防
に
も
日
頃
か
ら
気
を
く
ば
り
た
い
も
の
で
す
。

1
男
は
肺
が
ん
、
女
は

　
　
乳
が
ん
が
増
加
中
τ
す
ー

　
部
位
別
に
み
た
が
ん
で
は
、
増
加
し

て
い
る
の
が
男
女
共
に
肺
が
ん
、
と
く

に
女
性
で
は
乳
が
ん
で
す
。
ま
た
が
ん

の
部
位
別
死
亡
割
合
を
み
る
と
男
性
で

は
、
1
位
が
肺
、
2
位
が
胃
、
3
位
が

肝
臓
、
次
い
で
大
腸
で
す
。
女
性
で
は
、

1
位
が
胃
、
2
位
が
大
腸
、
3
位
が
肺
、

次
い
で
乳
房
で
す
。

2
が
ん
を
恐
れ
ず
毎
年

検
診
、
旱
期
発
見
が
大
切

的
に
が
ん
検
診
を
受
け
て
チ
ェ
ッ
ク
し

て
い
く
心
構
え
が
必
要
で
す
。

3
自
分
の
ラ
イ
7
ス
タ
イ
ル

　
を
見
直
す
こ
と
も
大
切
。

　
が
ん
は
何
と
い
っ
て
も
早
期
発
見
、

早
期
治
療
が
大
切
で
す
。
が
ん
の
進
行

度
は
一
般
に
0
期
～
M
期
に
区
分
さ
れ
、

5
年
生
存
率
で
比
較
検
討
さ
れ
ま
す
が
、

0
期
～
1
期
の
早
期
が
ん
は
V
期
の
進

行
が
ん
に
比
べ
、
5
年
生
存
率
は
か
な

り
高
く
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
早
期
が

ん
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
ま
っ
た
く
と

い
っ
て
い
い
ほ
ど
自
覚
症
状
が
な
い
こ

と
が
多
い
の
で
す
。
で
す
か
ら
、
定
期

　
発
が
ん
の
原
因
と
関
連
の
あ
る
因
子

は
、
遺
伝
や
ウ
ィ
ル
ス
、
環
境
中
の
様
々

な
物
質
な
ど
が
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
大
き
く
関
連
す
る

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
と
え
ば
、
大
腸
が
ん
と
動
物
性
た

ん
ぱ
く
質
や
脂
肪
の
と
り
す
ぎ
、
タ
バ

コ
と
各
部
位
の
が
ん
の
関
係
な
ど
、
日

常
生
活
の
内
容
と
が
ん
の
発
生
と
は
密

接
に
か
か
わ
り
あ
っ
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
何
を
食
べ
て
い
る
か
、

タ
バ
コ
を
す
っ
て
い
る
か
、
お
酒
を
ど

れ
く
ら
い
飲
ん
で
い
る
か
、
一
日
に
何

時
問
働
い
て
い
る
か
、
ス
ト
レ
ス
度
は

ど
れ
く
ら
い
か
、
な
ど
の
日
常
生
活
で

の
チ
ェ
ッ
ク
が
『
が
ん
予
方
』
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ま
た
、
食
生
活
の
改
善

や
禁
煙
の
実
行
、
ス
ト
レ
ス
解
消
な

ど
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
は
よ
く
な
り
ま
す
。
こ
う
し

た
日
常
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
見
直

す
こ
と
も
、
が
ん
を
予
防
す
る
た
め

に
は
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
町
で
は
、
毎
年
春
と
秋
に
胃

・
大
腸
が
ん
検
診
と
婦
人
科
検

診
（
乳
・
子
宮
が
ん
）
そ
し
て

夏
の
基
本
健
康
診
査
時
に
肺
が

ん
検
診
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

自
覚
症
状
が
な
く
て
も
必
ず
受

け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
！

●

　
緑
鮮
や
か
な
こ
の
季
節
、
お
い
し
い

空
気
と
一
緒
に
食
べ
る
料
理
の
味
は
特

別
で
す
。
近
く
の
河
原
や
キ
ャ
ン
プ
場

で
ア
ウ
ト
ド
ア
・
ク
ッ
キ
ン
グ
を
楽
し

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
？

　
で
き
れ
ば
、
調
理
器
具
も
現
地
調
達

で
。
ま
ず
、
か
ま
ど
作
り
に
挑
戦
し
て

み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
か

ま
ど
の
材
料
に
は
、
岩
や
木

な
ど
を
利
用
し
ま
す
。
河
原

な
ら
周
囲
の
石
を
集
め
て
か

ま
ど
が
組
め
ま
す
。
（
注
）

　
こ
こ
で
大
切
な
の
は
風
向

き
。
こ
の
判
断
を
誤
る
と
火

が
起
き
に
く
く
な
っ
た
り
、

煙
く
て
調
理
し
づ
ら
く
な
っ

た
り
す
る
の
で
要
注
意
で
す
。

か
ま
ど
の
た
き
ロ
は
風
上
に

向
け
、
風
を
背
に
受
け
な
が

ら
調
理
で
き
る
よ
う
に
し
ま

す
。
火
床
に
は
太
い
木
や
石

を
敷
き
、
す
き
問
に
小
石
を

つ
め
て
お
く
と
、

的
に
煮
炊
き
が
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
き
ぎ

　
た
き
火
に
は
、

利
用
し
ま
す
。

燃
え
に
く
い
の
で
、

く
し
、

ポ
イ
ン

⑧

熱
が
逃
げ
ず
に
効
率

　
　
　
　
　
　
拾
っ
た
薪
や
流
木
を

　
　
　
　
　
　
そ
の
ま
ま
で
は
太
く
て

　
　
　
　
　
　
　
ナ
タ
な
ど
で
小
さ

　
　
　
割
り
ば
し
程
度
か
ら
二
の
腕
く

ら
い
の
太
さ
ま
で
三
種
類
ほ
ど
の
薪
を

用
意
し
、
火
力
の
調
節
に
使
い
分
け
ま

す
。顧するに

銃
め
た
新
聞
紙
の

　
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

上
に
細
い
薪
を
並
べ
て
火
を
つ
け
ま
す
。
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

火
の
様
子
を
見
な
が
ら
少
し
ず
つ
太
い
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ

木
を
く
べ
て
ゆ
き
、
火
が
完
全
に
回
る
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と

の
を
待
ち
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

　
か
ま
ど
に
網
を
か
け
、
定
番
の
バ
ー
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て

ベ
キ
ュ
ー
を
す
る
の
も
い
い
も
の
で
す
れ

が
、
魚
や
肉
を
串
に
刺
し
て
慕
で
あ
蛇

　
　
　
　
｛
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
禁

河原の石でかまど作り

β
っ
た
り
、
ホ
イ
ル
に
包
ん
が

で
蒸
し
焼
き
す
る
の
も
野
趣
り
㌔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
し

が
あ
っ
て
楽
し
い
も
の
。
も
づ
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど
だ

ち
ろ
ん
、
か
ま
ど
の
上
に
直
ま
く

　
な
べ
　
　
　
　
　
　
　
　
か
て

接
鍋
や
フ
ラ
イ
パ
ン
を
置
い
や
し

　
　
　
　
　
　
い
た
　
　
　
　
火
認

て
、
煮
込
み
や
妙
め
物
も
で
き
確

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ず

き
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
、
必

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
を

　
楽
し
く
食
事
を
し
た
後
は
、
で
と

き
ち
ん
と
後
始
末
を
す
る
の
灌

が
マ
ナ
ー
。
ゴ
ミ
は
す
べ
て
や
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
場
で

持
ち
帰
り
ま
す
。
使
っ
た
石
プ
域

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ン
区

を
き
れ
い
に
散
ら
し
ま
す
。
　
ヤ
止

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
禁

燃
え
跡
に
は
水
を
か
け
て
完
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
注

全
に
消
火
し
、
燃
え
カ
ス
も
ー

ゴ
ミ
袋
に
入
れ
て
必
ず
持
ち

　　　　　　　　帰
・
、

，、、㌧，閣1』・，・ま

一一＿し　・ンン．e　・ぐ』　さ

藪　　　　　　　　つ　●，　　　　　　　　　　　　　　　O
　も
　　　（
　　　ハハ　　 ・
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l　　　　　　　　　　　　　　　 l

一
土
⑥
1
3
2
0
2
7

　－
金
5
1
2
1
9
2
6

”
木
＾
墓

加
沓
栂
鄙

の
火
②
9
⑯
2
3
3
0

月5
月
①
⑧
⑮
⑳
⑳

［
日
　
7
1
4
2
1
2
8

開館時間　午前9時～午後5時

　●印は休館日

iiO日時5月瑠／午後2時3・分より

ii　O場所　おはなしコーナー

ii　O対象　幼児、小学生

ii　O内容　紙芝居、絵本など

i…朗読ボランティアの方達が楽し幡言舌を用意してii

待っています。みんなでおいでください。

　　　■新着図書案内■（主なもの）
（書　名）　　　（著者名）　　　　（書　名）　　　　（著者名）　　　　　（書　名）　　　　（著者名）

●女へんろ元気旅　　森　　春美　　●巨人を超えちゃる　竹下　陽二　　　●楽しい折り紙、手芸　ブティック社

●M　　 馳星周●四季の山野草栽培NHK出版●反面教師アメリ力堀武昭
●エンピツ体心理テスト亜門　虹彦　　●魂込め　　　　　　目取真　俊　　　●ベター・ハーフ　　唯川　　恵

●エラ　　　　　　　ユリ・ゲラー　●美人画報　　　　　安野モヨコ　　　●味覚の宿100軒　　実業之日本社

●駄ジャレの流儀　　小田島雄志　　●パーフェクトお弁当　N　H　K出版　　　●図解いきいき日本の産業学習研究社

●冷たい雨　　　　　北川悦吏子　　●失われた森　　　　レイチェル・カーソン　●日本の職人さん　　小川　　洋

●きもの暮らし　　　青木　　玉　　●駅前食堂　　　　　中原　　淳　　　●夫と妻　　　　　　永　　六輔

●知の休日　　　　　五木　寛之　　●学校と国旗・国家　下村　哲夫　　　●日本語よどこへ行く　井上ひさし

●会社って何やねん大谷由里子　　●人生の工・ソセイ　　谷川俊太郎

　■新着CD案内■（主なもの）
（曲名）　（歌手）　（曲名）　（歌手）　　●こども読書年●

●日本の吹奏楽（中学校）演　　　奏　●天童よしみ全曲集　天童よしみ　　　今年はこども読書年です。また子
●ピーターと狼　　　セルゲイ　　●中村美律子全曲集　中村美律子
●ブラ＿ムス第2．4番　ブラ＿ムス　●テレサ．テンベストテレサテン　　供の読書週問が4月23日～5月12日

●NHKおかあさんといっしょオムニバス　●山本譲ニベスト　山本譲二　　までです。図書館では、子供達が楽

●花鳥風月　　　　スピッツ　●セカンドモーニングモーニング娘　　役立つ本などをとりそろえて皆様の
●川中美幸全曲集　川中　美幸　●しのびあるきのたそがれに　村下　孝蔵　　ご利用をお待ちしております。
●小林幸子全曲集　　小林　幸子　　●Z　A　R　Dベスト　　Z　A　R　D
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日　　　時 場　　所

行政・心配ごと相談 5月23日㈹9：30～正午（弁護士来庁） 勤労福祉センター

心配ごと・結婚相談 5月9日㈹9：30～正午 勤労福祉センター

成人健康相談 6月6日（火）9：30～11：30 役場福祉課

教　育　相　談 原則毎週水曜日・教育委員会へ申し込みください。

練習　毎週土曜日

場所　熊谷市立吉岡小学校

圃ランポーネファミリー合唱団

　盈536－7291（高橋）

　　　　　　　　　σ噺■

●q吻国訪泥労働相談

　　　あなたの職場の悩みやトラブルに

　　社会保険労務士が無料で相談に応じ

　　ます。
　　　年金について心配なかたもどうぞ
　　日時　5月20日（土）13：00～16：00

　　場所　八木橋デパート8階特設会場

　　圃埼玉県北部労働商工センター
　　　　岱048－523－2817

」の■♂
　　　環境保全活動を応援します

　　　県では、民間団体の環境保全活動を

　　支援するため助成を実施しております。
●●象団体県難環境保全活動を　牙

　　　　う団体（会貝10名以上）

　　対象事業　環境保全に関する実践活
　　　　動事業、普及啓発活動事業、調

　　　　査研究活動事業
　　助成額　助成対象経費の3分の1
　　　　　　（50万円限度）
　　受付期間　5月／日（月）～6月30日（金）

　　国固申込書は、県環境管理事務
　　　所、各市町村環境保全担当課にあ
　　　ります。くわしくは県環境推進課
　　　盈048－830－3038まで。

甲種防火管理者講習会
　事業所では、次の場合、甲種防火

管理者の専任が必要です。どなたで

も資格取得できますので、この機会

に進んで受講してください。

①　建築延面積が300m2以上で収容人

　員が30人以上の「特定防火対象物」

　の場合

②建築延面積が500m2以上で収容人

　員が50人以上の「特定防火対象物

　以外の防火対象物」の場合

日時　6月22日（木）、23日㈹の2日閤

　　9二〇〇～17：00

場所　熊谷市立勤労会館

定員　150人（定員になり次第締切）

費用　4βOO円（申込時に納入）

写真　2枚（縦3cm×横2，4cm証明用、

　　6カ月以内に撮影のもの）
国固6月1日（木）～6月16日（金）

　（土・日を除く）まで熊谷地区消

　防本部予防課（奮522－9991）また

　は妻沼消防署（奮588－2114）で受
　け付けます。

求人企業合同面接会開催日程

　来春、大学・短大・専修学校を卒

業見込みのかたを対象に合同面接会

を開催します。

期　日 場　　所 時　間

5月26日㈹ ソニックシティ（大宮市〉
13：00
　～

16：30
5月30日㈹ 西武本川越ベペ（川越市）

6月2日㈹ ビックタートル（深谷市〉

固埼玉県雇用対策協議会
　盈048－647－4185
　　または、県職業安定課

　盈048－830－4548

国民年金保険料の免除制度

　国民年金の保険料が経済的な理由

などで納めることができないときに

は保険料の免除制度があります。

「免除」を受けられる場合

・法定免除→障害年金や生活扶助な

　どを受けているとき（届出をする）

・申請免除→所得がないときや納付

　が困難なとき（申請書を提出する）

「免除」を受けた期間は

　将来、老齢基礎年金の年金額を計

算するとき、納付した場合の1／3
の額として計算されますので、受け

取る年金額が少なくなります。

　また、免除をされた期閤は10年前

までのぷんであれば、さかのぼって

納めることができますので、生活に

余裕ができたときは納めるようにし
てください。

学生の「免除」は

　学生の場合は一般の免除基準とは

別に学生の免除基準がありますので
ご相談ください。

　免除を受けたら、卒業して就職した

とき早めに追納することが大切です。

圃役場福祉課

狂犬病予防注射と畜犬登録

　平成12年度の狂犬病予防注射と畜

犬登録が行われます。

　犬の登録は生涯1回となりました。

ただし、狂犬病予防注射はいままで
どおり毎年必ず受けてください。

時
所

日
場

5月14日（日）9：30～11二30

江南町役場
登録料　　3，000円

注射料　　3，750円

登録済票　　550円

固役場町民課

7，300円
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農林公園もよおし物案内（5月）

開催日 内　　容 時　問

14日（日） （木）木工入門教室○ 10時00分

15日（月〉 （園）農薬の上強使い方○ 13時30分

17日（水） （料）まんじゅう作り○ 10時00分

20日（±） （木）花台作り　　○ 10時00分

21日（日〉 （農）サツマイモの植え付け④ 13時30分

22日（月） （農）サツマイモの植え樹O 13時30分

27巳（土） （木〉干支の型抜き㊥ 10時00分

28日（日〉 （木）本工工作翻放日O 10時00分

対象⑧二小学生親子eニー般
　　㊥＝小学生
受付　5月1日（月）8時30分から

国固農林公園管理事務所
　　　盈583－2301
※臨時休園二5月23日㈹
　　　　　5月29日（月）

　　　　落語名人会

出演　林家木久蔵、三遊亭小遊三

日時　7月1日（土）18130開演

場所　東松山市民文化センター

　　　（旧東松山文化会館）

料金　全席指定　S席　3，000円

　　　　　　　A席　2，000円

　　　　　　　B席　1，000円
前売開始日　5月13日仕）／0：00（東

　　松山市民文化センターでの電
　　話予約は同日13二〇〇～〉

国東松山市民文化センター
　　盈0493－24－2011

　　　　　●

報役

税務課　151・152・153
経済課　251・252
都市計画課　　241・242

建設課　231・232
同和対策室　　221

　　　場盈536－1521

ピピア盈536－6262

出　納室
教育委員会

水道課
保健センター

社会福祉協議会

141

211・212●213・214
161・162
410・411
131・132

平成12年度松竹大歌舞伎公演

日時　7月9日（日）

　　昼の部12：00開場12：30講演
　　夜の部16：30開場17：00開演
場所　埼玉県熊谷会館

　　熊谷市末広3－9－2
演目　宮島のだんまり　一幕　20分

　　身替座禅　　　　　　　55分
　　弁天娘女男白浪　二幕　75分
出演　尾上菊五郎、澤村田之助、

　　坂東彦三郎、市村萬次郎ほか
料金　特等席5，000円（指定席）

　　一等席4，000円（指定席）

　　二等席2，500円（自由席）

前売開始日　5月9日㈹（熊谷会館
　　での電話予約は5／10（水）から）

固熊谷会館　盈523－2535

　永井路子特別講演会
演題　鎌倉の女性を考える

　　一一比企尼を中心に一一
日時　6月24日仕）13：30～15100

場所　大東文化大学東松山校舎

定員　500人（先着順）

国固往復ハガキに①講演会「永
　井路子特別講演会」申込、②氏名

　（ふりがな）③性別④年齢⑤住所
　⑥駐車場利用の有無を言己入のうえ

　下記まで申し込みください。

　〒355－8501東松山市岩殿560
　大東文化大学エクステンションセ

　ンター奮0493－31－1534

チャイルドシート普及指導員募集

　チャイルドシート着用講習会など

においてチャイルドシートの普及啓

奪購旨霧鵡1レド◎●
内容　幼稚園、保育園、市町村など

　　が主催するチャイルドシート
　　着用講習会の講師として、チ
　　　ャイルドシート着用の必要性、

　　効果、正しい取付方法につい
　　て講義と講習を行う。
資格　普通運転免許を持っている65

　　歳未満のかた
国固埼玉県環境防災部交通安全
　課安全運動担当盈048－830－2958

　　7力国語で話そう’
一誰にでもできる多言語の実践と国際交流一

日時　5月17日（水〉①10：00～12：30

　　　　　　　②18：30～20：30
場所　東松山市民文化センター
　　　（旧東松師文化会館）●●
費用　無料（託児あり）

圃田村0493－31－1113

ファミリー合唱団参加者募集

　子どもたちの元気なうたが中心で

すが、おやこ合唱も行っています。

　おやこで一緒に同じステージでう
たってみませんか。

難凱鰍響認離，，（，）
　　　、鰹1　　■場所＝さいたま新都心
二、』蟻麹懸． ．　■問合せ：さいたま新都心街びらき記念事業実行委員会事務局
3ir曾hdoyFe5，0　　　　　　（県新都心総務課）T　E　LO48－830－5697

⑪



江南町書道連盟
　書道愛好家のあつまりである「江

南町書道連盟」は、平成8年7月に
会員相互の親睦と“書”を通じて文

化の興隆を目的として結成され、現

在の会員数は40名です．

　文連フェスティバルや文化祭への

参加、連盟主催の書展や研究会を実

施し、会員の資質の向上と親睦をは

かっています．

練習日／随時

連絡先／大場香峰　台536－3670
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平成11年10月26日生

両親｛籍説（板井）

　とてもよく笑う元気な翔多です。

　のびのびと、明るく、誰からも好かれる

子に育ってに育ってほしいと思います。

　
し
ん

　
蟹
と
い
う
文
字
は
、
ふ
だ
ん
あ
ま
り

見
か
け
ま
せ
ん
が
、
大
ハ
マ
グ
リ
と
い

う
意
味
で
す
。
昔
の
人
が
、
蚕
気
楼
は

海
の
中
に
い
る
大
ハ
マ
グ
リ
が
気
を
吐

い
て
、
空
中
に
楼
閣
を
現
す
も
の
だ
と

信
じ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
名
が
つ

い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
日
本
で
蟹
気
楼
を
見
る
こ
と
が
で
き

る
場
所
で
有
名
な
の
は
、
富
山
県
の
富

山
湾
に
面
し
た
魚
津
市
で
す
。

　
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
な
ど
の
砂
漠
で
見
た

と
い
う
人
が
多
い
の
で
す
が
、
そ
れ
は

舗
装
道
路
に
現
れ
る
「
逃
げ
水
」
と
い

わ
れ
る
現
象
に
近
い
も
の
で
す
。

　
富
山
湾
に
現
れ
る
蚕
気
楼
は
四
月
か

ら
六
月
に
か
け
て
よ
く
見
ら
れ
ま
す
。

ど
ん
な
条
件
の
と
き
に
見
ら
れ
る
か
と

い
う
と
、
地
元
の
人
は
「
※
お
ん
ぼ
ら

っ
と
し
て
眠
い
よ
う
な
日
だ
ね
」
と
言

大
久
保
采
夏
ち
ゃ
ん

　
　
　
　
あ
や
カ

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
四
月
か
ら
初

夏
に
か
け
て
二
、
三
日
晴
天
が
続
き
、

風
の
穏
や
か
な
日
に
海
上
に
現
れ
や
す

い
よ
う
で
す
。
雷
気
楼
は
何
が
ど
う
見

え
る
か
で
す
が
、
魚
津
市
の
例
で
す
と

富
山
湾
の
向
こ
う
の
風
景
が
、
上
に
伸

び
た
り
、
逆
さ
ま
に
な
っ
た
り
し
て
見

え
ま
す
。

　
蟹
気
楼
が
で
き
る
の
は
克
モ
兄
の
温
度

差
に
よ
る
光
の
屈
折
の
た
め
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
ち
ょ
う
ど
立
山
連
峰
の
雪
解

け
水
が
富
山
湾
に
流
れ
込
み
、
上
暖
下

冷
の
気
層
が
で
き
、
そ
れ
が
レ
ン
ズ
の

よ
う
な
作
用
を
す
る
た
め
と
一
一
一
ロ
わ
れ
て

い
る
の
が
一
般
的
な
説
で
す
。
（
最
近
異

説
も
出
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
）

※
「
ほ
ん
わ
か
と
し
て
」
と
い
う
意
味
の
方
言

●

ひ／とノの／う／こ｝／き

　人口と世帯数（4月1日現在）

平成11年7月20日生
両親／器瓢，」、江川）

　お兄ちゃんのあとをハイハイで一生懸命

追いかけている采夏。

　元気に、明るく、優しい女の子になって
ネ。

　　　　　　　　　　　　　　⑫

「すこやかさん」のコーナーへ

の投稿を募集しています。

お気軽に、役場総務課広報係

までご連絡ください。

男 6，144人（一24）

女 6，344人（一40）

計 12，488人（一64）

世帯数 3，852世帯（一16）

）内は前月比（

URしhttpl／／www、town．konan．Saitama．IP

編集・発行

埼玉県大里郡江南町役場総務課
〒360－0192大里郡江南町中央1－1a536－152

●
広
報
こ
う
な
ん
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
●


